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方
相
氏
の
原
初
的
性
格
は
じ
め
に
「
機
」
の
儀
礼
を
司
る
方
相
氏
に
つ
い
て
、
小
林
太
市
郎
氏
の
所
説
で
は
、
方
相
氏
と
岡
象
・
岡
雨
・
方
良
は
転
音
の
関
係
に
あ
り
、
も
と
も
と
同
一
の
語
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
方
相
氏
と
は
も
と
も
と
悪
鬼
の
問
雨
で
あ
っ
た
が
、
転
じ
て
岡
爾
を
排
除
す
る
善
神
と
F
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
方
相
氏
U
岡
爾
説
は
、
そ
の
後
も
山
田
勝
(
美
氏
・
伊
藤
清
司
氏
ら
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。
悩
し
か
し
、
も
と
も
と
悪
鬼
で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
、
何
故
善
神
聞
と
な
り
得
た
か
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
主明
難
い
。
ま
た
餓
の
儀
礼
を
司
る
方
相
氏
が
、
何
故
埋
葬
の
際
に
放
除
時
を
行
い
葬
送
の
列
を
先
導
す
る
こ
と
を
兼
務
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
刻
て
も
、
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
論
で
は
、
ま
ず
方
相
氏
を
岡
雨
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
説
に
つ
い
て
、
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
方
高
聴
戸
相
氏
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
分
析
し
、
そ
の
性
格
・
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
田
?
っ
。
先
行
研
究
ま
ず
『
周
躍
』
に
記
さ
れ
る
方
相
氏
を
確
認
し
た
上
で
、
先
行
研
究
の
紹
介
に
移
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
引
用
文
中
の
(
*
)
は
、
注
の
付
さ
れ
た
位
置
を
示
し
、
注
文
は
後
掲
す
る
(
以
下
同
じ
)
。
方
相
氏
。
掌
蒙
熊
皮
、
黄
金
四
目
、
玄
衣
朱
裳
、
執
文
揚
盾
、
帥
百
隷
、
而
時
難
、
以
索
室
敵
疫
。
大
喪
先
置
、
及
基
入
城
、
以
文
撃
四
隅
、
敵
方
良
(
*
)
。
*
鄭
玄
注
一
・
・
・
方
良
、
岡
爾
也
0
・
・
・
(
方
相
氏
。
熊
の
皮
を
蒙
り
、
黄
金
四
回
に
し
て
、
玄
き
衣
朱
き
裳
し
、
文
を
執
り
盾
を
揚
げ
、
百
隷
を
帥
い
て
、
時
に
難
し
、
以
て
室
を
索
め
て
疫
を
敬
う
を
掌
る
。
大
喪
に
は
匿
に
先
ん
じ
、
2 
い
た
墓
に
及
り
て
墳
に
入
り
、
文
を
以
て
四
隅
を
撃
ち
、
方
良
を
欧
う
。
)
(
『
周
躍
』
夏
官
・
方
相
氏
)
『
周
飽
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
方
相
氏
は
「
憐
」
の
儀
礼
を
行
っ
て
疫
病
を
追
い
払
い
、
葬
送
の
際
に
は
方
良
を
駆
逐
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
小
林
太
市
郎
氏
に
代
表
さ
れ
る
従
来
の
説
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
小
林
太
市
郎
氏
は
倣
の
儀
礼
で
方
相
氏
に
従
う
十
二
神
中
の
寄
生
委
随
や
腕
胃
等
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
方
相
氏
も
も
と
も
と
疫
鬼
・
悪
鬼
で
あ
っ
た
と
す
る
。
然
る
に
こ
の
十
二
紳
も
本
来
は
皆
疫
鬼
な
り
し
こ
と
を
、
た
と
へ
ば
そ
の
う
ち
の
寄
生
委
随
が
「
東
京
賦
」
の
蟻
蛇
に
蛍
た
る
こ
と
を
以
て
も
想
像
し
得
る
。
即
ち
悪
鬼
の
榔
向
し
て
方
相
隷
下
の
十
二
神
献
と
な
れ
る
も
の
が
、
殖
や
不
祥
な
ど
〉
い
ふ
疑
な
き
悪
凶
を
食
ふ
こ
と
が
蕊
に
始
め
て
見
ゆ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
腕
胃
乃
至
騰
根
と
い
ふ
如
き
古
怪
な
も
の
は
嘗
時
漸
く
世
に
忘
れ
ら
れ
、
腐
鬼
た
る
明
確
な
印
象
を
殆
ん
ど
人
に
輿
へ
な
か
っ
た
の
で
、
寧
ろ
こ
れ
ら
を
以
て
善
紳
と
な
し
、
そ
の
代
り
之
に
食
は
る
〉
も
の
と
し
て
、
刺
や
不
鮮
な
ど
〉
い
ふ
そ
の
名
か
ら
し
て
既
に
忌
は
し
き
邪
鬼
を
列
奉
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
併
し
悪
鬼
が
一
縛
し
て
そ
れ
を
撃
つ
善
紳
と
な
る
と
い
ふ
の
は
民
俗
論
理
な
い
し
宗
教
論
理
の
一
銭
則
で
、
私
は
曾
て
悌
家
に
於
て
肥
る
詞
利
帝
及
び
栴
僅
乾
闘
婆
に
就
て
こ
の
法
則
を
閥
明
し
た
こ
と
が
あ
る
。
後
に
述
ぷ
る
や
う
に
、
方
相
そ
の
も
の
も
ま
た
も
と
は
疫
鬼
の
鈴
々
た
る
一
で
あ
っ
た
と
想
内
マ
マ
》
【
Z】
像
き
れ
る
の
で
あ
る
。
小
林
氏
は
「
悪
鬼
が
一
縛
し
て
そ
れ
を
撃
つ
善
称
と
な
る
と
い
ふ
の
は
民
俗
論
理
な
い
し
宗
教
論
理
の
一
銭
則
」
で
あ
る
と
し
、
と
の
こ
と
を
根
拠
と
し
て
「
方
相
そ
の
も
の
も
ま
た
も
と
は
疫
鬼
の
節
々
た
る
一
で
あ
っ
た
〕
と
さ
れ
る
。
次
に
、
小
林
氏
は
『
局
植
』
に
は
、
排
除
す
る
も
の
の
名
を
そ
の
職
名
に
帯
び
る
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
を
除
く
こ
と
を
掌
る
が
故
に
、
そ
の
物
の
名
を
負
ふ
て
、
除
く
人
も
ま
た
赤
魁
氏
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
例
は
「
周
官
』
に
於
て
決
し
て
砂
な
く
な
い
。
た
と
へ
ば
姻
(
蝦
基
)
を
除
去
す
る
人
を
姻
氏
(
司
冠
刑
官
)
と
云
ひ
、
崎
(
蝿
姐
)
の
愛
生
を
抽
郎
防
す
る
人
を
崎
氏
(
同
)
と
稽
す
る
如
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
小
林
氏
は
、
排
除
す
る
も
の
の
名
を
そ
の
職
名
に
帯
び
る
例
と
し
て
晴
氏
・
赤
友
氏
・
姻
氏
を
挙
げ
、
そ
の
上
で
「
方
相
氏
も
ま
た
方
相
を
逐
ふ
人
に
外
な
ら
ぬ
と
推
さ
れ
お
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
小
林
氏
は
方
良
・
岡
雨
・
方
相
・
岡
象
の
四
者
の
音
を
以
下
の
よ
う
に
比
較
し
て
、
一
連
の
言
葉
の
音
が
、
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
方
良
(
は
う
り
ゃ
う
、
司
自
間
口
E
問
)
H
岡
雨
(
ば
う
り
ゃ
う
、
巧
自
問
巳
自
問
)
方
相
(
は
う
し
ゃ
う
、
司
自
同
盟
自
問
)
H
問
象
(
ば
う
し
ゃ
う
、
当
日
w
口
問
印
円
凶
ロ
阿
)
そ
の
上
で
、
小
林
氏
は
「
『
周
官
』
の
方
相
氏
が
も
と
鬼
物
の
方
相
H
岡
象
に
外
な
ら
ず
、
そ
れ
が
一
耐
押
し
て
先
づ
自
ら
の
同
類
を
骸
ひ
、
次
に
己
れ
と
並
立
し
て
鬼
類
の
尤
を
な
す
方
良
H
岡
爾
を
撃
ち
、
ひ
い
て
他
の
あ
ら
ゆ
る
諸
悪
鬼
を
も
撃
滅
す
る
と
こ
ろ
の
善
紳
と
な
れ
る
こ
と
が
判
る
」
と
す
る
。
山
田
勝
美
氏
は
、
小
林
太
市
郎
氏
の
説
に
加
え
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。周
躍
方
相
氏
の
方
音
は
問
、
相
音
は
象
と
通
ず
る
。
放
に
方
相
氏
は
閥
象
氏
、
即
ち
岡
象
氏
の
謂
で
、
従
っ
て
こ
の
官
は
岡
象
に
閲
す
る
官
で
あ
る
。
然
る
に
周
躍
の
本
文
に
は
、
そ
の
職
掌
と
し
て
方
良
卸
ち
岡
雨
を
散
る
と
云
ふ
。
の
て
岡
象
は
即
ち
同
伊
雨
で
あ
ら
う
。
:
・
岡
雨
の
雨
は
来
紐
養
韻
で
あ
り
、
岡
象
の
{
象
は
斜
紐
養
韻
で
あ
る
。
而
し
て
斜
紐
は
歯
頭
音
、
来
紐
は
舌
悩
歯
音
で
あ
る
か
ら
、
雨
・
象
の
二
音
は
縛
じ
易
い
。
品
川
て
乙
の
捌
二
音
批
音
停
の
閥
係
に
立
ち
、
そ
の
意
味
す
る
所
は
一
で
あ
る
械
と
恩
円
以
。
氏
山
田
氏
は
、
方
相
と
間
像
の
語
が
音
通
で
あ
る
と
し
、
岡
像
と
岡
雨
刻
の
語
が
音
転
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
。
伊
藤
清
司
氏
は
、
小
林
太
市
郎
氏
・
山
田
勝
美
氏
の
説
に
依
拠
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
小
林
・
山
田
両
氏
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
3 
方
相
が
問
象
・
岡
雨
・
方
良
と
共
に
一
聯
の
関
聯
あ
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
小
林
氏
ら
の
注
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
近
く
は
こ
の
四
者
の
同
一
で
あ
る
こ
と
に
念
を
押
し
た
も
の
に
山
田
勝
美
氏
の
「
蛾
彪
岡
雨
考
」
が
あ
り
、
山
野
の
邪
鬼
で
あ
っ
た
方
相
が
一
時
し
、
そ
の
醜
怪
な
容
姿
を
利
し
て
避
邪
の
善
紳
と
化
し
た
乙
と
が
識
ら
れ
る
。
以
上
の
小
林
氏
・
山
田
氏
の
所
説
を
ま
と
め
る
と
、
方
相
氏
H
岡
雨
・
間
象
説
の
根
拠
は
以
下
の
三
点
に
要
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
①
方
相
と
岡
象
・
岡
雨
は
、
音
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
。
②
『
周
躍
』
に
は
排
除
す
る
も
の
の
名
を
そ
の
職
名
に
帯
び
る
例
が
あ
ヲ
@
v
」、と。
③
悪
鬼
が
そ
の
醜
怪
な
容
姿
を
利
用
し
て
、
そ
れ
を
撃
つ
善
神
と
な
る
の
は
民
俗
論
理
な
い
し
宗
教
論
理
の
一
鉄
別
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
方
相
氏
H
間
隔
・
間
像
説
の
根
拠
で
あ
る
三
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
そ
の
当
否
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
先
行
研
究
の
当
否
二
一
方
相
・
周
雨
・
問
像
の
音
に
つ
い
て
ま
ず
①
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
周
躍
』
の
中
で
方
相
氏
が
排
除
す
る
と
さ
れ
る
方
良
に
つ
い
て
、
『
経
典
明
仲
文
』
周
躍
音
義
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
4 
方
良
、
上
音
問
、
下
音
雨
。
「
方
」
と
「
岡
」
は
、
三
十
六
字
母
で
は
非
母
・
微
母
で
あ
る
。
{ロ}
し
か
し
、
銭
大
析
が
「
凡
軽
唇
之
音
、
古
讃
皆
矯
重
唇
。
」
と
言
う
よ
う
に
、
上
古
は
と
も
に
霊
唇
音
の
宵
母
・
明
母
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
酎
同
母
と
明
母
は
同
じ
く
重
唇
音
で
は
あ
る
が
、
音
は
必
ず
し
も
近
く
な
い
。
陸
徳
明
は
、
両
字
の
音
は
異
な
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
方
良
は
岡
雨
で
あ
る
と
の
意
味
上
の
説
明
を
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
「
相
」
音
・
「
象
」
音
・
「
雨
」
音
に
つ
い
て
、
「
相
」
音
と
【
日
-
「
象
」
音
に
関
し
て
は
、
『
韻
鏡
』
に
拠
れ
ば
、
「
相
」
、
心
母
(
歯
音
清
了
陽
韻
平
相
官
/
滋
韻
去
磐
・
4
等
「
象
」
、
邪
母
(
歯
音
濁
了
養
韻
上
聾
・
4
等
で
あ
り
、
『
上
古
音
的
表
稿
」
に
拠
れ
ば
、
「
相
」
、
舌
尖
前
音
・
¥
s
¥
・
陽
部
関
口
・
平
/
去
「
象
」
、
舌
尖
前
音
・
¥
z
¥
・
陽
部
関
口
・
上
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
清
音
か
濁
音
か
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
確
か
に
音
が
近
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
「
雨
」
音
と
「
象
」
音
に
関
し
て
、
ま
ず
「
雨
」
は
、
『
韻
鏡
』
・
『
上
古
音
的
表
稿
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
一
同
」
、
来
母
(
半
舌
音
)
・
養
韻
上
聾
・
3
等
(
『
韻
鏡
』
内
陣
第
三
十
一
関
)
「
雨
」
、
舌
尖
音
・
¥
l
¥・
陽
部
関
口
・
上
(
『
上
古
音
的
表
稿
』
)
と
あ
る
。
「
韻
鏡
』
に
拠
れ
ば
、
「
雨
」
音
は
来
母
・
半
舌
音
で
あ
り
、
「
象
」
音
は
邪
母
・
歯
音
濁
で
あ
る
。
ま
た
『
上
古
音
的
表
稿
』
に
拠
れ
ば
、
「
雨
」
音
は
舌
尖
音
、
「
象
」
音
は
舌
尖
前
音
に
分
類
さ
れ
る
。
「
雨
」
音
と
「
象
」
音
は
、
半
舌
音
と
歯
音
の
違
い
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
山
田
氏
の
言
う
よ
う
に
転
じ
や
す
い
と
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
。
以
上
、
方
相
と
岡
象
の
音
は
、
近
似
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
全
く
の
同
音
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
ま
た
音
韻
の
面
だ
け
か
ら
見
た
場
合
、
「
岡
扇
」
と
「
岡
象
」
が
転
じ
や
す
い
か
ど
う
か
は
な
お
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
音
韻
の
面
か
ら
は
方
相
氏
が
問
爾
で
あ
る
と
は
、
断
言
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
l
ニ
「
周
稽
』
の
某
氏
次
に
②
の
「
『
周
稽
』
に
は
排
除
す
る
も
の
の
名
を
そ
の
職
名
に
帯
び
る
例
が
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
小
林
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
周
趨
』
に
は
確
か
に
排
除
す
る
も
の
の
名
を
そ
の
職
名
に
帯
び
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
に
「
某
氏
」
と
称
し
て
は
い
て
も
、
以
下
に
挙
げ
る
壷
潔
氏
の
よ
う
に
、
排
除
す
る
も
の
の
名
を
帯
び
な
い
事
例
も
存
在
す
る
。
『
周
躍
』
秋
宮
・
壷
深
氏
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
壷
添
氏
。
掌
除
水
晶
、
以
焔
土
之
鼓
殴
之
、
以
焚
石
投
之
。
宕
欲
殺
其
神
、
則
以
牡
樽
午
貫
象
歯
而
沈
之
、
則
其
神
死
、
淵
矯
陵
(
*
)
。
*
鄭
玄
注
・
神
、
謂
水
神
・
龍
・
岡
象
。
・
.
.
 
(
壷
源
氏
。
水
患
を
除
く
を
掌
り
、
焔
土
の
鼓
を
以
て
之
を
酸
い
、
焚
石
を
以
て
之
を
投
ず
。
若
し
其
の
神
を
殺
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
則
つ
ら
ぬ
ち
牡
樺
を
以
て
象
歯
を
午
貫
き
て
之
を
沈
め
れ
ば
、
則
ち
其
の
神
死
し
て
、
淵
陵
と
矯
る
。
)
こ
の
壷
源
氏
は
水
癒
を
排
除
す
る
乙
と
を
職
掌
と
し
て
い
る
が
、
「
水
愚
氏
」
と
称
し
て
は
い
な
い
。
加
え
て
鄭
注
に
「
神
と
は
、
水
神
・
龍
・
岡
象
を
謂
う
」
と
あ
る
と
と
か
ら
、
壷
添
氏
は
岡
象
を
も
排
除
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
査
源
氏
は
「
問
象
氏
」
と
も
称
し
て
は
い
な
い
。
小
林
氏
の
言
う
よ
う
に
岡
象
を
排
除
す
る
者
が
「
岡
象
氏
」
と
呼
ば
れ
る
の
な
ら
ば
、
先
に
引
用
し
た
夏
官
・
方
相
氏
に
岡
象
の
名
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
方
相
氏
よ
り
も
こ
ち
一
貯
ら
の
宣
深
氏
の
方
が
相
応
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
『
周
櫨
』
に
は
、
こ
の
資
源
氏
の
他
に
も
、
何
か
を
排
除
す
る
こ
と
肘
を
職
掌
と
し
て
い
て
も
排
除
す
る
も
の
の
名
を
職
名
に
帯
び
な
い
事
。J{
担
{
担
棚
例
と
し
て
、
庶
氏
・
穴
氏
な
ど
が
あ
る
。
一
切
こ
の
よ
う
に
『
周
譜
』
に
は
排
除
す
る
も
の
の
名
を
そ
の
職
名
に
氏
帯
び
る
例
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
反
す
る
事
例
も
あ
る
。
加
従
っ
て
方
相
氏
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
「
排
除
す
る
も
の
の
名
を
帯
び
て
い
る
事
例
」
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
5
の
で
あ
る
。
二
三
神
の
両
義
性
最
後
に
、
方
相
氏
日
間
雨
・
岡
像
説
の
根
拠
の
三
つ
め
、
③
の
小
林
氏
の
所
説
で
あ
る
民
俗
論
理
な
い
し
宗
教
論
理
の
一
鉄
則
す
な
わ
ち
「
悪
鬼
が
一
縛
し
て
そ
れ
を
撃
つ
善
紳
と
な
る
」
と
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
小
林
氏
は
詞
利
帝
髄
と
栴
檀
乾
閥
艶
の
事
例
か
ら
、
こ
の
「
銭
則
」
を
方
相
氏
に
適
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
林
氏
は
古
代
中
国
の
事
例
は
引
い
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
こ
の
「
鍛
則
」
が
古
代
中
国
に
も
適
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
で
は
古
代
中
国
に
お
げ
る
神
の
観
念
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
『
園
語
』
周
語
却
に
見
え
る
内
史
過
の
言
葉
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
恵
王
の
十
五
年
に
神
が
宰
に
降
り
、
こ
れ
を
王
が
内
史
過
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
内
史
過
は
次
の
よ
う
に
答
え
"。
(
内
史
過
)
針
目
、
・
・
・
故
神
亦
往
駕
、
観
其
苛
窓
、
而
降
之
禍
。
是
以
或
見
神
以
興
、
亦
或
以
亡
。
昔
夏
之
興
也
、
融
降
子
崇
山
。
其
亡
也
、
回
稔
信
於
貯
隠
。
商
之
興
也
、
梼
杭
次
於
亙
山
。
其
亡
也
、
夷
羊
在
牧
。
周
之
興
也
、
驚
駕
鳴
於
岐
山
。
其
衰
也
、
社
伯
射
王
於
部
。
是
皆
明
神
之
志
者
也
。
(
(
内
史
過
)
封
え
て
臼
く
、
・
・
・
故
に
神
亦
た
往
き
て
、
其
の
苛
患
を
観
、
之
に
禍
を
降
す
。
是
を
以
て
或
い
は
神
を
見
て
以
て
興
り
、
亦
た
或
い
は
以
て
亡
ぶ
。
昔
夏
の
興
る
や
、
融
6 
や
ど
山
宗
山
に
降
る
。
其
の
亡
ぶ
や
、
回
線
常
時
時
に
信
る
。
商
の
興
る
や
、
梼
杭
歪
山
に
次
る
。
其
の
亡
ぶ
や
、
夷
羊
牧
に
在
り
。
周
の
興
る
や
、
驚
驚
岐
山
に
鳴
く
。
其
の
衰
う
る
や
、
杜
伯
王
を
献
に
射
る
。
是
れ
皆
明
神
の
志
な
る
者
な
り
、
と
。
)
こ
の
『
園
語
』
と
ほ
ぽ
同
じ
内
容
の
記
事
は
、
『
春
秋
左
氏
髄
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
或
い
は
神
を
見
て
以
て
興
り
、
亦
た
或
い
は
以
て
亡
ぶ
。
」
や
「
故
に
神
を
得
て
以
て
興
る
有
り
、
亦
た
以
て
亡
ぶ
有
り
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
の
出
現
は
国
家
の
興
隆
と
滅
亡
の
ど
ち
ら
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
園
語
』
や
『
春
秋
左
氏
停
』
に
見
ら
れ
る
記
事
か
ら
は
、
神
は
正
と
負
ど
ち
ら
の
価
値
も
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
『
園
垣
間
』
や
『
春
秋
左
氏
停
』
の
よ
う
に
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
天
候
を
操
る
山
川
の
神
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
山
林
・
川
谷
・
丘
陵
、
能
出
雲
、
局
風
雨
、
見
怪
物
。
皆
目
神
。
(
山
林
・
川
谷
・
丘
陵
、
能
く
雲
を
出
し
、
風
雨
を
局
し
、
怪
物
を
見
わ
す
。
皆
神
と
日
う
。
)
(
『
躍
記
』
祭
法
)
「
躍
記
』
祭
法
で
は
山
林
や
川
谷
等
と
い
っ
た
言
わ
ば
自
然
の
景
物
が
、
怪
物
を
現
し
雲
や
風
雨
を
発
生
さ
せ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
山
川
の
神
は
人
に
対
し
て
災
害
を
降
し
も
す
る
。
『
春
秋
左
氏
停
』
昭
公
元
年
の
、
叔
向
が
晋
の
平
公
の
病
気
に
つ
い
て
問
う
た
く
だ
り
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
菅
侯
有
疾
。
鄭
伯
使
公
孫
僑
如
晋
勝
、
且
問
疾
。
叔
向
問
濡
目
、
寡
君
之
疾
病
、
卜
人
目
、
寅
沈
・
墓
胎
局
崇
。
史
莫
之
知
。
敢
問
此
何
神
也
。
子
産
日
、
・
・
・
山
川
之
神
、
則
水
阜
病
疫
之
災
。
於
是
乎
祭
之
。
日
月
星
辰
之
神
、
則
雪
霜
風
雨
之
不
時
。
於
是
乎
祭
之
。
(
菅
侯
疾
有
り
。
鄭
伯
公
孫
僑
を
し
て
膏
に
如
き
聴
し
、
且
つ
疾
を
関
わ
し
む
。
叔
向
罵
れ
に
聞
い
て
回
く
、
寡
君
の
疾
病
は
、
卜
人
目
く
、
貿
沈
・
基
胎
崇
を
馬
す
、
と
。
史
之
を
知
る
莫
し
。
敢
え
て
問
う
此
れ
何
の
神
ぞ
や
、
と
。
子
産
日
く
、
・
・
・
山
川
の
神
は
、
則
ち
水
早
溺
疫
の
災
。
是
こ
に
於
い
怯
ら
て
之
を
祭
う
。
日
月
星
辰
の
神
は
、
則
ち
雪
霜
風
雨
の
時
な
ら
ず
。
是
こ
に
於
い
て
之
を
祭
う
。
)
鄭
の
子
産
が
「
山
川
の
神
は
、
則
ち
水
阜
癌
疫
の
災
。
是
こ
に
於
い
て
之
を
祭
う
」
と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
山
や
川
の
神
は
水
害
や
早
魅
・
疫
病
な
ど
と
い
っ
た
災
厄
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
山
や
川
の
神
と
人
と
の
交
渉
の
様
子
を
、
「
史
記
』
越
世
駒
山
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
越
夙
、
音
般
公
之
十
六
年
伐
渥
・
貌
・
取
。
而
越
夙
岳
尉
附
間
伐
程
。
種
公
求
血
件
費
。
菅
大
阜
、
卜
之
目
、
君
太
山
矯
崇
。
使
趨
夙
召
震
君
於
芳
、
復
之
、
以
奉
君
太
山
之
記
。
菅
復
穣
。
膏
献
公
賜
越
夙
欧
。
(
趨
夙
、
菅
の
蹴
公
の
十
六
年
程
・
貌
・
欧
を
伐
つ
。
而
し
て
趨
夙
将
と
漏
り
震
を
伐
つ
。
君
公
野
に
森
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
音
大
い
に
早
し
、
之
を
卜
い
て
回
く
、
震
の
太
山
崇
を
矯
す
、
と
。
趨
夙
を
し
て
渥
君
を
斉
よ
り
召
し
、
之
を
復
し
、
以
て
震
の
太
山
の
肥
を
奉
ぜ
し
む
。
菅
復
び
穣
る
。
菅
の
般
公
越
夙
に
欧
を
賜
う
。
)
祭
紀
の
絶
え
た
穫
の
太
山
の
神
は
、
そ
の
報
復
と
し
て
晋
に
早
魅
を
も
た
ら
す
。
晋
が
震
の
君
を
呼
び
戻
し
太
山
を
祭
ら
せ
る
と
、
再
び
穣
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
〉
つ
。
と
こ
で
は
、
山
の
神
が
晋
に
早
魅
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
や
は
り
神
は
人
に
対
し
て
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
書
や
史
書
以
外
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
以
下
に
『
山
海
経
』
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
文
東
二
十
皇
、
日
和
山
。
・
・
・
吉
神
泰
逢
司
之
(
*
)
。
其
状
如
人
而
虎
尾
。
是
好
居
子
賞
山
之
陽
、
出
入
有
光
。
泰
逢
神
動
炉
天
地
気
也
。
ぺ
ψ
や
郭
瑛
注
一
吉
猶
善
也
。
制
(
又
東
の
か
た
二
十
里
、
和
山
と
日
う
。
・
・
・
吉
神
泰
逢
之
棚
を
司
る
。
其
の
状
は
人
の
如
く
し
て
虎
の
尾
。
是
れ
賀
山
の
陽
明
に
居
る
を
好
み
、
出
入
す
る
に
光
有
り
。
泰
逢
神
は
天
地
の
気
氏
を
動
か
す
な
り
。
)
(
『
山
海
経
』
中
山
経
)
刻
郭
瑛
注
に
「
吉
は
猶
お
善
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
り
、
泰
逢
は
善
な
る
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
山
海
経
』
に
は
、
善
7
な
る
神
ば
か
り
で
は
な
く
、
災
害
を
も
た
ら
す
神
も
記
録
さ
れ
て
い
る
又
東
南
三
百
塁
、
日
豊
山
0
・
・
・
神
耕
父
慮
之
。
常
遊
清
治
之
淵
、
出
入
有
光
。
見
則
其
園
潟
敗
。
(
又
東
南
の
か
た
三
百
里
、
豊
山
と
日
う
。
・
・
・
神
耕
父
之
に
慮
り
。
常
に
清
冷
の
淵
に
遊
び
、
出
入
す
る
に
光
有
り
。
見
る
れ
ば
則
ち
其
の
園
敗
を
属
す
。
)
(
『
山
海
経
」
中
山
経
)
「
見
る
れ
ば
則
ち
其
の
園
敗
を
局
す
」
と
あ
り
、
耕
父
が
現
れ
る
-n) 
と
災
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
『
山
海
経
』
の
記
載
も
、
祭
組
を
受
け
る
神
々
が
、
人
に
福
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
禍
害
を
も
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
と
は
固
定
的
な
価
値
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
人
の
行
為
に
よ
っ
て
正
と
負
の
ど
ち
ら
の
価
値
を
も
顕
在
化
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
、
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林
太
市
郎
氏
所
説
の
民
俗
論
理
な
い
し
宗
教
論
理
の
一
鉄
則
の
よ
う
に
「
悪
鬼
か
ら
善
神
へ
の
転
化
」
と
い
う
一
面
的
な
見
加
で
は
、
古
代
中
国
の
神
観
念
は
捉
え
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
方
相
氏
も
、
必
ず
し
も
悪
鬼
の
間
雨
が
善
神
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
方
相
氏
の
も
と
も
と
の
性
格
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
次
章
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
8 
方
相
氏
と
俄
三
l
一
方
相
氏
の
持
つ
干
文
に
つ
い
て
冒
頭
で
も
確
認
し
た
が
、
『
周
躍
』
の
方
相
氏
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
こ
こ
で
改
め
て
原
文
の
み
再
掲
す
る
。
方
相
氏
。
掌
蒙
熊
皮
黄
金
四
目
、
玄
衣
朱
裳
、
執
A
A
揚
盾
、
帥
百
線
、
而
時
難
、
以
索
室
欧
疫
。
大
喪
先
匿
、
及
墓
入
城
、
以
A
A
撃
四
隔
、
欧
方
良
。
こ
の
『
周
躍
』
に
記
さ
れ
る
方
相
氏
に
は
、
ニ
つ
の
職
掌
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
「
時
に
難
し
、
以
て
室
を
索
し
て
疫
を
散
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
機
の
儀
礼
を
司
り
疫
病
を
追
い
払
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
「
大
喪
に
は
匿
に
先
ん
じ
、
墓
に
及
り
て
墳
に
入
り
、
A
A
を
以
て
四
隅
を
撃
ち
、
方
良
を
欧
う
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
葬
送
の
際
に
枢
を
先
導
し
墓
穴
に
入
っ
て
方
良
を
駆
逐
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
職
掌
も
何
か
を
放
う
と
い
う
点
で
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
方
相
氏
に
紋
わ
れ
る
対
象
は
、
機
の
儀
礼
の
場
合
に
は
疫
病
も
し
く
は
疫
鬼
で
あ
り
、
葬
送
儀
礼
の
場
合
に
は
方
良
で
あ
る
。
加
え
て
、
『
周
趨
』
春
官
・
占
夢
に
は
方
相
氏
が
悪
夢
を
も
蹴
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
占
夢
。
掌
其
歳
時
、
観
天
地
之
曾
、
排
陰
陽
之
気
、
以
日
月
星
辰
、
占
六
夢
之
吉
凶
。
一
日
正
夢
、
二
日
霊
夢
、
三
日
思
夢
、
四
日
搭
夢
、
五
日
喜
夢
、
六
日
憾
夢
。
季
冬
勝
王
夢
、
献
吉
夢
子
玉
。
王
奔
而
受
之
。
乃
舎
萌
子
四
方
、
以
贈
悪
夢
、
遂
令
始
難
欧
疫
(
*
)
。
*
鄭
玄
注
・
令
、
令
方
相
氏
也
。
・
.
.
 
(
占
夢
。
其
の
歳
時
に
、
天
地
の
曾
を
観
、
陰
陽
の
無
を
排
じ
、
日
月
星
辰
を
以
て
、
六
夢
の
吉
凶
を
占
う
を
掌
る
。
一
に
日
く
正
夢
、
ニ
に
日
く
彊
夢
、
三
に
日
く
恩
夢
、
四
に
日
く
寝
夢
、
五
に
日
く
喜
夢
、
六
に
日
く
慢
夢
。
季
冬
に
は
王
夢
を
聴
い
、
土
問
夢
を
王
に
献
ず
。
王
奔
し
て
之
を
受
く
。
乃
ち
萌
を
四
方
に
か
〈
舎
き
、
以
て
悪
夢
を
贈
り
、
遂
て
令
し
て
始
め
て
難
し
疫
を
欧
う
。
)
「
乃
ち
萌
を
四
方
に
舎
き
、
以
て
悪
夢
を
贈
り
、
遂
て
令
し
て
始
め
て
難
し
疫
を
欧
う
。
」
と
あ
り
、
「
令
」
に
附
さ
れ
た
鄭
玄
の
注
に
「
令
は
、
方
相
氏
に
令
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
方
相
氏
は
傑
の
儀
礼
で
疫
を
追
い
払
う
際
に
、
悪
夢
を
も
放
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
方
相
氏
は
、
何
か
を
紋
除
す
る
こ
と
を
主
な
職
能
と
し
て
い
る
。
こ
の
職
能
は
、
方
相
氏
の
持
つ
干
文
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
方
良
が
、
「
文
を
以
て
四
隅
を
撃
ち
」
と
墓
穴
の
四
隅
を
文
で
撃
た
れ
て
追
い
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
干
文
と
放
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
示
す
資
料
が
『
山
海
経
』
中
山
経
に
見
ら
れ
る
。
熊
山
、
席
也
(
*
1
)
。
其
洞
、
差
酒
、
太
牢
具
、
嬰
毛
・
一
壁
。
干
傷
、
用
兵
以
疎
(
*
2
)
、
祈
、
謬
国
見
舞
。
*
1郭
瑛
注
・
席
者
、
神
之
所
溺
止
也
。
都
敵
陣
行
注
一
席
嘗
矯
帝
、
字
形
之
議
也
。
・
・
・
郭
氏
意
同
局
-
M
)
 
之
説
、
蓋
失
之
。
*
2
郭
瑛
注
.
誠
、
赦
除
之
祭
名
。
傷
者
、
持
盾
武
舞
也
。
(
熊
山
は
、
席
な
り
。
其
の
洞
る
に
は
、
酒
を
差
め
、
太
牢
の
具
も
て
し
、
嬰
に
は
毛
・
一
襲
。
干
傑
に
は
、
兵
を
用
い
て
以
て
濃
い
、
祈
る
に
は
、
謬
国
見
舞
す
。
)
熊
山
を
祭
紀
す
る
に
あ
た
っ
て
「
干
傑
に
は
、
丘
町
を
用
い
て
以
て
線
」
う
と
あ
り
、
郭
瑛
注
に
「
穣
は
、
放
除
の
祭
名
。
傑
は
、
盾
を
持
ち
て
武
舞
す
る
な
り
。
」
と
あ
る
。
祭
記
の
場
に
お
い
て
、
武
器
を
用
い
て
放
除
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
趨
記
』
檀
弓
下
に
、
君
臨
臣
喪
、
以
亙
祝
桃
列
執
犬
。
悪
之
也
。
(
君
臣
の
喪
に
臨
む
に
、
亙
祝
桃
務
執
文
を
以
て
す
。
之
を
悪
郁
め
ば
な
り
。
)
ぺ
と
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
部
分
に
付
さ
れ
た
孔
穎
達
疏
で
は
、
間
君
往
臨
弔
、
則
以
一
品
執
桃
、
祝
執
務
。
又
使
小
臣
執
文
。
所
以
棚
然
者
、
悪
其
凶
邪
之
集
。
一
叫
(
君
往
き
て
弔
に
臨
め
ば
、
則
ち
以
て
基
は
桃
を
執
り
、
祝
は
流
苅
を
執
る
。
又
た
小
臣
を
し
て
文
を
執
ら
し
む
。
然
る
所
以
は
、
刻
其
の
凶
邪
の
気
を
悪
め
ば
な
り
。
)
と
敷
街
す
る
。
小
臣
が
文
を
用
い
て
凶
邪
の
気
を
紋
っ
て
い
る
。
9
こ
れ
ら
『
山
海
経
』
と
『
躍
記
』
の
記
載
か
ら
、
干
支
に
は
通
常
の
武
器
と
い
う
以
上
に
凶
邪
を
紋
除
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
故
、
方
相
氏
の
持
つ
干
文
は
紋
除
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
と
-
=
一
早
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
三
ニ
僚
の
儀
礼
と
改
火
そ
れ
で
は
方
相
氏
が
放
除
を
行
う
場
で
あ
る
傑
と
は
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
う
か
。
守
口
氏
春
秋
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
園
人
傑
九
門
、
磯
藤
以
畢
春
気
。
つ
〈
(
園
人
九
門
に
慨
し
、
磁
波
し
て
以
て
春
日
摘
を
畢
す
。
)
(
季
春
紀
)
天
子
乃
機
、
禦
佐
疫
、
以
通
秋
集
。
(
天
子
乃
ち
慨
し
、
佐
疫
を
禦
ぎ
、
以
て
秋
気
を
遇
ぜ
し
む
。
)
(
仲
秋
紀
)
命
有
司
大
機
、
芳
傑
出
土
牛
、
以
送
寒
気
。
(
有
司
に
命
じ
て
大
慨
し
、
由
労
く
探
し
て
土
牛
を
出
し
、
以
て
寒
気
を
送
る
。
)
(
季
冬
紀
)
慨
の
儀
礼
と
は
、
季
春
・
仲
秋
・
季
冬
の
季
節
に
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
「
春
日
熱
を
畢
す
」
・
「
秋
気
を
通
ぜ
し
む
」
・
「
寒
気
を
送
る
」
な
ど
と
あ
る
と
乙
ろ
か
ら
、
そ
の
対
象
は
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
気
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
佐
疫
を
禦
」
ぐ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
。
各
々
の
季
節
の
「
気
」
が
持
つ
負
の
側
面
を
排
除
し
、
そ
の
災
厄
か
ら
城
市
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
も
読
み
取
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
終
わ
る
季
節
の
気
を
送
り
こ
れ
か
ら
始
ま
る
季
節
の
気
を
迎
え
る
こ
と
で
、
各
々
の
季
節
を
循
環
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
四
時
の
運
行
も
正
し
く
行
わ
れ
る
と
す
る
考
え
方
を
、
こ
こ
か
ら
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
の
よ
う
に
、
季
節
ご
と
に
儀
礼
を
行
い
疾
病
を
防
ご
う
と
し
た
周
期
的
な
季
節
交
替
の
儀
礼
と
し
て
は
、
他
に
も
改
火
の
儀
礼
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。
改
火
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
『
周
穂
」
夏
官
・
司
燐
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
司
燐
。
掌
行
火
之
政
令
。
四
時
鑓
園
火
、
以
救
時
疾
。
季
春
出
火
、
民
成
従
之
。
季
秋
内
火
、
民
亦
如
之
。
時
則
施
火
令
。
(
司
煙
。
行
火
の
政
令
を
掌
る
。
四
時
に
閣
の
火
を
愛
え
、
以
て
時
の
疾
を
救
う
。
季
春
に
は
火
を
出
し
、
民
成
な
之
に
従
う
。
季
秋
に
は
火
を
内
る
、
民
亦
た
之
の
如
く
す
。
時
な
れ
ば
則
ち
火
令
を
施
す
。
)
こ
の
改
火
の
儀
礼
は
、
「
四
時
に
園
の
火
を
愛
え
、
以
て
時
の
疾
を
救
う
。
」
と
あ
り
、
季
節
ご
と
に
や
っ
て
く
る
疾
病
を
防
ぐ
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
季
節
ご
と
に
や
っ
て
く
る
疾
病
を
防
ぐ
と
い
う
点
で
は
、
機
の
儀
礼
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
季
節
と
季
節
の
境
目
す
な
わ
ち
季
節
の
気
が
入
れ
替
わ
る
際
に
は
、
季
節
の
気
に
よ
っ
て
疾
病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
織
の
儀
礼
と
は
、
季
節
の
境
目
の
不
安
定
な
時
期
に
行
わ
れ
、
各
々
の
季
節
の
気
が
持
つ
負
の
側
面
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
茜
や
や
後
の
資
料
に
な
る
が
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
の
大
倣
の
儀
礼
に
、
こ
の
こ
と
が
端
的
に
見
受
け
ら
れ
る
。
先
臓
一
目
、
大
慨
。
謂
之
逐
疫
。
・
・
・
方
相
氏
、
黄
金
四
目
、
蒙
熊
皮
、
玄
衣
朱
裳
、
執
文
揚
盾
。
十
二
獣
有
衣
毛
・
角
。
:
・
以
逐
悪
鬼
子
禁
中
0
・
・
・
持
矩
火
、
送
疫
出
端
門
。
門
外
脇
騎
停
矩
出
宮
、
司
馬
関
門
門
外
五
管
騎
士
停
火
、
棄
錐
水
中
。
:
・
(
先
臓
の
一
日
、
大
慨
す
。
之
を
逐
疫
と
謂
う
。
・
・
・
方
相
氏
は
、
黄
金
四
目
、
熊
皮
を
蒙
り
、
玄
き
衣
朱
き
裳
し
、
文
を
執
り
盾
を
揚
ぐ
。
十
二
献
に
は
衣
毛
・
角
有
り
。
:
・
以
て
悪
鬼
を
禁
中
よ
り
逐
う
0
・
・
・
矩
火
を
持
ち
、
疫
を
送
り
て
端
門
を
出
づ
。
門
外
の
脇
騎
は
短
を
侍
え
て
{
呂
を
出
で
、
司
馬
閥
門
の
門
外
五
倍
の
騎
士
は
火
を
侍
え
て
、
錐
水
の
中
に
棄
つ
。
)
(
礼
儀
中
)
大
慨
で
は
、
機
と
改
火
と
が
一
つ
の
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
方
相
氏
に
よ
る
厳
い
が
行
わ
れ
た
後
、
「
矩
火
を
持
ち
、
疫
を
送
り
て
端
門
を
出
づ
」
と
、
疫
病
を
門
か
ら
外
に
追
い
払
う
。
さ
ら
に
「
火
を
停
え
、
錐
水
の
中
に
棄
つ
」
と
、
旧
い
〔幻
U
火
の
投
棄
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
儀
礼
か
ら
は
、
機
と
改
火
と
が
同
時
期
に
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
な
お
か
つ
季
節
の
気
に
因
る
疫
病
を
放
う
と
い
う
意
味
を
付
与
さ
れ
た
同
質
の
儀
礼
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
四
方
相
氏
の
原
初
的
性
格
四
一
方
相
氏
に
扮
す
る
狂
夫
そ
れ
で
は
、
季
節
の
境
目
に
行
わ
れ
る
傑
の
儀
礼
を
司
り
主
催
す
る
方
相
氏
と
は
、
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
h
っ
か
。
ま
ず
方
相
氏
の
人
員
に
つ
い
て
、
『
周
蔵
』
夏
官
・
司
馬
で
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
方
棺
氏
、
狂
夫
四
人
。
炉
『
周
漉
」
に
は
、
天
・
地
・
春
・
夏
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
の
官
の
始
め
に
パ
官
職
と
そ
の
人
員
を
述
べ
る
序
官
が
あ
る
。
例
え
ば
夏
官
・
司
馬
に
凶
は
、
大
司
馬
か
ら
始
ま
っ
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
棚
大
司
馬
、
卿
一
人
。
小
司
馬
、
中
大
夫
二
人
。
軍
司
馬
、
下
大
槻
夫
四
人
0
・
・
・
氏
大
司
馬
と
い
う
官
職
は
、
卿
と
い
う
身
分
の
者
一
人
が
担
当
す
る
と
淵
読
む
ζ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
官
職
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
前
章
に
挙
げ
た
、
改
火
の
儀
礼
を
司
る
司
植
地
に
つ
い
て
も
、
「
司
健
、
下
l
士
二
人
、
徒
六
人
。
」
と
あ
る
。
上
記
の
方
相
氏
に
つ
い
て
も
、
方
相
氏
と
い
う
官
職
は
狂
夫
四
人
が
担
当
す
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
方
相
氏
は
四
人
の
狂
夫
が
、
「
熊
の
皮
を
蒙
り
、
黄
金
四
日
に
し
て
、
玄
き
衣
朱
き
裳
し
、
文
を
執
り
盾
を
揚
げ
」
る
と
い
う
扮
装
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
周
艦
』
序
官
に
お
い
て
は
、
通
例
そ
の
官
職
を
担
当
す
る
者
の
身
分
が
記
さ
れ
る
。
上
記
の
大
司
馬
で
は
卿
で
あ
り
、
司
燐
で
は
下
士
や
徒
と
い
っ
た
身
分
の
者
が
担
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
方
相
氏
で
は
「
狂
夫
」
と
の
み
書
か
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
身
分
な
の
か
分
明
で
は
な
い
。
加
え
て
、
『
周
躍
』
に
は
方
相
氏
を
担
当
す
る
「
狂
夫
」
以
外
は
、
他
の
ど
の
官
職
に
も
「
狂
夫
」
と
い
う
語
は
登
場
し
な
い
。
と
の
こ
と
か
ら
、
狂
夫
と
は
通
常
の
身
分
制
度
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
し
た
者
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
{
初
}
方
相
氏
に
つ
い
て
、
「
周
礼
今
注
今
訳
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
方
相
氏
一
夏
官
之
腐
、
駆
疫
鬼
者
、
以
狂
夫
四
人
充
之
。
狂
夫
、
武
士
也
、
無
爵
。
方
相
氏
に
つ
い
て
四
人
の
狂
夫
が
充
当
さ
れ
る
と
し
、
狂
夫
に
つ
い
て
は
爵
位
を
持
た
な
い
者
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
胡
新
生
氏
は
、
狂
夫
の
身
分
が
卑
賎
で
あ
る
と
も
解
釈
し
て
い
一
位
。
そ
れ
で
は
『
局
税
』
に
お
い
て
方
相
氏
に
扮
す
る
と
さ
れ
る
狂
夫
と
は
、
ど
の
よ
う
な
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
春
秋
左
氏
停
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
菅
侯
使
大
子
申
生
伐
東
山
皐
落
氏
。
・
・
・
大
子
帥
師
、
公
衣
之
12 
偏
衣
(
*
1
)
、
侃
之
金
攻
。
・
・
・
先
丹
木
田
、
是
服
也
、
狂
夫
阻
之
(
*
2
)
。
目
、
意
敵
市
反
。
敵
可
謹
乎
。
雌
議
敵
、
猶
有
内
説
。
不
如
違
之
0
・
.
.
 
*
l
杜
預
注
二
偏
衣
、
左
右
異
色
、
其
半
似
公
服
。
*
2杜
預
注
.
阻
、
疑
也
。
言
雄
狂
夫
、
猶
知
有
疑
。
(
呂
田
侯
大
子
申
生
を
し
て
東
山
の
皐
落
氏
を
伐
た
し
む
。
:
・
大
子
師
を
帥
い
る
に
、
公
之
に
偏
衣
を
衣
せ
、
之
に
金
瑛
を
侃
び
し
む
。
・
・
・
先
丹
木
目
く
、
是
の
服
や
、
狂
夫
も
之
を
う
た
が
阻
う
。
日
く
、
敵
を
遺
し
て
反
れ
と
。
敵
は
牽
く
す
可
け
ん
や
。
敵
を
謹
す
と
騰
ど
も
、
猶
お
内
に
議
有
ら
ん
。
之
に
違
う
に
如
か
ず
、
と
。
・
・
・
)
(
関
公
二
年
)
晋
の
献
公
が
太
子
申
生
に
皐
落
氏
を
征
伐
さ
せ
る
際
、
申
生
に
偏
衣
を
着
せ
る
。
こ
の
偏
衣
に
対
し
て
、
先
丹
木
は
「
是
の
服
や
、
狂
夫
も
之
を
阻
う
。
」
と
言
い
放
つ
の
で
あ
る
。
「
偏
衣
」
が
異
常
な
服
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
引
き
合
い
と
し
て
「
狂
夫
で
さ
え
も
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
引
き
合
い
と
し
て
言
及
さ
れ
る
以
上
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
狂
夫
は
も
と
も
と
異
常
な
非
日
常
的
な
服
装
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。ま
た
こ
の
部
分
の
『
春
秋
左
氏
停
」
の
疏
に
、
服
度
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
お
り
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
服
度
云
、
阻
、
止
也
。
方
相
之
士
、
蒙
玄
衣
朱
裳
、
主
索
室
中
、
殴
疫
披
之
。
局
狂
夫
止
此
服
。
吾
一
同
君
輿
大
子
、
以
狂
夫
所
止
之
服
、
衣
之
。
(
服
度
云
う
、
阻
は
止
な
り
。
方
相
の
士
、
玄
衣
朱
裳
を
蒙
り
、
室
中
を
索
し
、
疫
を
殴
い
之
を
競
ぷ
を
主
る
。
狂
夫
も
此
の
服
を
止
む
と
矯
す
。
言
う
こ
乙
ろ
は
君
大
子
に
輿
う
る
に
、
狂
夫
の
止
む
る
所
の
服
を
以
て
し
、
之
に
衣
す
。
)
「
方
相
の
士
、
玄
衣
朱
裳
を
蒙
り
」
「
狂
夫
も
此
の
服
を
止
む
と
局
す
。
」
と
あ
り
、
方
相
氏
を
狂
夫
と
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ほ
ぽ
同
じ
内
容
の
記
事
を
『
園
語
』
晋
語
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
本
文
「
且
是
衣
也
、
狂
夫
阻
之
衣
。
」
に
付
さ
れ
た
章
昭
注
に
は
、
狂
夫
、
方
相
之
士
也
。
阻
、
古
認
字
。
符
服
是
衣
、
先
祖
之
。
(
狂
夫
は
、
方
相
の
土
な
り
。
阻
は
古
の
誼
字
。
将
に
是
の
衣
を
服
せ
ん
と
す
る
や
、
先
に
之
を
誼
う
。
)
と
あ
る
。
社
預
が
「
阻
は
疑
う
な
り
。
」
と
す
る
「
阻
」
字
の
解
釈
が
限
度
と
章
昭
で
食
い
違
っ
て
い
る
が
、
服
度
・
掌
昭
い
ず
れ
も
狂
夫
を
方
相
氏
で
あ
る
と
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
方
相
氏
を
四
人
の
狂
夫
が
担
当
し
た
と
す
る
先
述
の
解
釈
を
裏
付
け
る
(
却
)
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
春
秋
左
氏
停
』
関
公
二
年
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
狂
夫
は
異
常
な
非
日
常
的
な
服
装
を
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
狂
夫
の
担
当
す
る
方
相
氏
は
、
憾
の
よ
う
な
宗
教
的
な
儀
礼
を
司
る
者
で
あ
り
、
そ
の
狂
夫
が
非
日
常
的
な
衣
装
を
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
あ
る
い
は
当
時
の
人
々
の
認
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
狂
夫
の
衣
装
に
つ
い
て
、
桐
本
東
太
氏
は
そ
れ
が
日
常
世
界
か
ら
の
逸
脱
を
示
す
も
の
と
解
釈
す
る
。
ま
ず
『
毛
詩
』
膏
風
・
東
方
未
明
に
、
衣
装
を
逆
さ
ま
に
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る。
東
方
未
明
顛
倒
衣
裳
顛
之
倒
之
(
東
方
未
だ
明
け
ず
衣
裳
を
顛
倒
す
公
よ
り
之
を
召
す
)
東
方
未
晴
顛
倒
裳
衣
倒
之
顛
之
自
公
令
之
ぁ
(
東
方
未
だ
附
け
ず
裳
衣
を
顛
倒
す
之
を
倒
し
之
を
顛
す
公
よ
り
之
を
令
す
)
折
柳
奨
園
狂
夫
程
窪
不
能
辰
夜
不
夙
則
莫
炉
(
柳
を
折
り
て
固
に
奨
す
れ
ば
狂
夫
も
嬰
檀
た
り
辰
夜
す
E
t
f
 
ぺ
る
こ
と
能
わ
ず
夙
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
莫
し
)
回
詩
句
第
一
・
二
章
の
「
衣
裳
を
顛
倒
す
」
に
つ
い
て
桐
本
氏
は
以
下
加
の
よ
う
に
述
べ
る
。
者欄
「
東
方
未
明
」
が
そ
の
第
了
二
章
で
、
身
に
着
け
た
衣
装
を
逆
氏
さ
ま
に
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
う
た
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
に
瑚
よ
っ
て
日
常
の
世
界
の
坪
外
に
い
フ
た
ん
出
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
は
邪
気
を
外
の
世
界
に
追
い
や
る
者
の
服
装
と
し
て
、
ま
乙
と
に
似
つ
か
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
公
召
之
之
を
顛
し
之
を
倒
す
13 
そ
の
上
で
、
第
三
章
二
句
目
の
「
狂
夫
」
に
つ
い
て
、
「
狂
」
と
は
何
よ
り
も
、
日
常
の
秩
序
体
系
を
逸
脱
し
た
状
態
を
指
す
一
言
葉
で
あ
る
。
・
・
・
「
東
方
未
明
」
に
お
い
て
、
儀
礼
の
執
行
者
は
儀
礼
の
過
程
で
異
界
と
交
渉
を
持
つ
が
ゆ
え
に
「
狂
夫
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
、
狂
夫
が
非
日
常
の
世
界
す
な
わ
ち
異
界
と
交
渉
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
東
方
未
明
の
主
題
に
つ
い
て
、
こ
の
詩
篇
の
主
題
は
邪
気
撃
退
の
宗
教
儀
礼
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
東
方
未
明
」
(
白
昼
に
対
す
る
夜
間
)
、
「
顛
倒
衣
装
」
(
衣
服
の
ひ
つ
く
り
反
し
て
「
狂
夫
」
(
秩
序
の
世
界
の
対
極
と
し
て
の
「
狂
」
)
と
い
う
、
一
連
の
秩
序
の
逆
転
が
見
ら
れ
る
。
と
解
釈
す
る
。
桐
本
氏
に
拠
れ
ば
、
「
狂
」
と
は
日
常
世
界
を
逸
脱
し
た
状
態
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
狂
夫
と
は
非
日
常
の
世
界
に
身
を
置
き
、
衣
装
を
顛
倒
す
る
と
い
う
異
常
な
服
装
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
表
示
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
桐
本
氏
の
解
釈
が
当
を
得
て
い
る
と
す
れ
ば
、
先
に
挙
げ
た
『
春
秋
左
氏
侍
』
関
公
二
年
の
「
狂
夫
」
に
関
す
る
記
事
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
狂
夫
が
非
日
常
の
世
界
に
身
を
置
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
『
春
秋
左
氏
俸
』
関
公
二
年
の
記
事
で
先
丹
木
が
「
狂
夫
で
さ
え
も
」
と
言
い
放
ち
、
異
常
な
服
装
の
引
き
合
い
と
し
て
狂
夫
に
言
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
周
躍
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
狂
夫
が
4
通
常
の
身
分
制
度
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
し
た
者
で
あ
る
こ
と
も
、
狂
夫
が
「
日
常
の
秩
序
体
系
を
逸
脱
し
た
」
者
で
あ
っ
た
と
と
を
証
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
i
一
一
方
相
氏
の
衣
装
翻
っ
て
狂
夫
の
担
当
す
る
方
相
氏
は
と
い
う
と
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
「
玄
き
衣
に
朱
き
裳
」
と
い
う
服
装
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
相
氏
の
服
装
に
つ
い
て
小
林
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
玄
衣
朱
裳
」
す
な
は
ち
黒
き
衣
に
朱
の
裳
と
い
ふ
の
は
異
常
の
服
装
で
、
や
は
り
之
を
以
て
悪
鬼
を
威
す
の
で
あ
る
。
す
べ
て
鬼
神
の
類
が
異
様
の
服
装
を
な
す
と
と
は
嘗
然
で
、
た
と
へ
ば
社
伯
の
鬼
が
周
の
宣
王
を
射
殺
し
た
時
、
彼
は
日
中
に
白
馬
素
車
に
乗
じ
、
朱
の
衣
冠
に
朱
弓
を
執
り
、
朱
矢
を
挟
ん
で
出
現
し
た
と
い
ふ
(
『
墨
子
』
明
鬼
蹄
)
。
そ
れ
と
同
じ
異
常
な
色
彩
の
威
赫
の
効
果
を
、
方
相
の
玄
衣
朱
裳
も
狙
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
{
お
}る。
小
林
氏
は
、
方
相
氏
の
服
装
を
異
常
な
服
装
で
あ
る
と
す
る
が
、
果
た
し
て
「
玄
衣
朱
裳
」
と
は
異
常
な
服
装
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
周
櫨
』
春
官
・
司
服
に
は
、
王
之
吉
服
、
・
・
・
祭
翠
小
紀
、
則
玄
菟
。
(
王
の
吉
服
は
、
・
・
・
護
小
肥
を
祭
れ
ば
、
則
ち
玄
完
す
。
)
と
あ
り
、
鄭
玄
は
玄
完
に
つ
い
て
「
凡
そ
克
服
は
、
皆
玄
き
衣
に
綴
き
袋
。
(
凡
克
服
、
皆
玄
衣
線
裳
。
)
」
と
す
る
。
ま
た
「
毛
詩
』
幽
風
・
七
月
の
「
我
が
朱
孔
だ
陽
し
、
公
子
の
裳
と
矯
さ
ん
。
(
我
朱
孔
陽
、
病
公
子
裳
。
)
」
の
句
に
附
さ
れ
た
毛
伝
に
、
朱
、
深
練
也
。
陽
明
也
。
祭
服
、
玄
衣
綴
裳
。
(
朱
は
、
深
き
綴
な
り
。
陽
は
明
な
り
。
祭
服
は
、
玄
き
衣
に
線
き
裳
。
)
と
あ
る
。
「
朱
は
、
深
き
繰
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
朱
と
擦
と
は
同
系
統
の
色
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
周
龍
』
の
鄭
注
・
『
毛
詩
』
の
毛
伝
の
い
ず
れ
で
も
、
玄
衣
練
晶
表
は
祭
杷
の
時
に
着
用
す
る
服
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
躍
記
』
玉
藻
下
に
綿
の
色
を
規
定
し
て
「
瞬
、
君
は
朱
、
大
夫
は
索
、
士
爵
は
章
。
(
線
、
君
朱
、
大
夫
索
、
士
爵
章
。
)
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
に
附
さ
れ
た
鄭
注
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
凡
稗
以
意
矯
之
、
必
象
裳
色
。
則
天
子
諸
侯
玄
端
朱
裳
、
大
夫
素
裳
、
唯
士
玄
裳
黄
裳
雑
裳
也
。
(
凡
そ
稗
は
章
を
以
て
之
を
矯
し
、
必
ず
裳
の
色
に
象
る
。
則
ち
天
子
諸
侯
は
玄
端
朱
裳
、
大
夫
は
素
裳
、
唯
だ
士
の
み
玄
裳
黄
裳
雑
裳
な
り
。
)
「
玄
端
朱
裳
」
と
は
、
天
子
諮
侯
が
着
用
す
る
べ
き
服
装
で
あ
る
と
さ
【
M
}
れ
る
。
さ
ら
に
、
畢
況
『
稗
名
疏
登
』
に
は
、
玄
端
、
玄
衣
也
。
(
玄
端
は
、
玄
衣
な
り
。
)
(
稗
衣
服
第
十
六
)
と
あ
り
、
「
玄
端
」
と
は
玄
衣
で
あ
る
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
玄
衣
朱
裳
と
は
、
祭
砲
の
時
に
天
子
諸
侯
が
着
る
服
装
で
あ
る
。
方
相
氏
に
関
し
て
も
、
服
装
そ
の
も
の
が
異
常
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
う
と
す
る
と
何
故
天
子
諸
侯
が
着
用
す
べ
き
服
装
を
方
相
氏
が
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
方
相
氏
に
扮
す
る
狂
夫
と
は
、
卑
賎
な
者
で
あ
り
通
常
の
身
分
制
度
か
ら
逸
脱
し
た
者
と
考
え
ら
れ
た
。
身
分
制
度
か
ら
逸
脱
し
た
卑
賎
な
者
が
、
天
子
諸
侯
の
服
を
着
用
す
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
三
境
界
に
立
つ
者
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
方
相
氏
が
司
る
慨
は
、
季
節
の
境
目
に
一
昨
行
わ
れ
て
い
た
。
季
節
と
季
節
の
境
目
と
い
う
不
安
定
な
時
期
は
、
季
{
節
の
た
だ
中
の
よ
う
な
安
定
し
た
日
常
的
な
時
期
に
比
べ
れ
ば
、
非
凶
日
常
的
な
混
沌
と
し
た
時
間
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
混
棚
沌
と
し
た
不
安
定
な
時
間
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
機
の
儀
礼
で
は
城
市
か
倒
ら
城
外
へ
疫
病
を
放
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
こ
と
で
先
程
の
方
相
氏
が
玄
衣
朱
裳
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
回目対
み
た
い
。
そ
も
そ
も
衣
装
と
は
社
会
的
地
位
を
表
す
し
る
し
で
あ
り
、
5
あ
る
制
度
の
枠
内
に
お
い
て
始
め
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
I
の
場
合
、
玄
衣
朱
裳
は
天
子
諸
侯
を
表
す
し
る
し
と
し
て
、
日
常
的
に
は
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
卑
賎
な
狂
夫
が
天
子
諸
侯
の
服
装
を
す
る
こ
と
は
、
本
来
許
き
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
方
相
氏
に
扮
す
る
狂
夫
が
こ
の
服
装
を
し
て
い
る
の
は
、
身
分
の
価
値
の
転
倒
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
身
分
の
価
値
を
転
倒
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
機
の
儀
礼
の
場
が
非
日
常
的
な
空
間
で
あ
り
、
非
日
常
的
な
時
間
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
方
相
氏
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
ま
と
め
る
と
、
方
相
氏
が
司
る
機
と
は
季
節
と
季
節
の
境
目
の
不
安
定
な
時
期
に
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
そ
れ
は
城
市
か
ら
城
外
へ
と
疫
病
を
紋
う
た
め
の
儀
礼
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
方
相
氏
に
扮
す
る
狂
夫
は
非
日
常
の
世
界
に
身
を
置
く
者
で
あ
り
、
方
相
氏
自
身
も
そ
の
衣
装
に
よ
っ
て
日
常
の
身
分
秩
序
を
転
倒
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
方
相
氏
を
構
成
す
る
諸
要
素
か
ら
、
方
相
氏
は
季
節
と
季
節
、
城
市
と
城
外
、
日
常
と
非
日
常
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
に
身
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
を
繋
ぐ
仲
介
者
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
み
の
マ
@
。き
れ
ば
こ
そ
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
埋
葬
の
際
に
赦
除
を
行
い
葬
送
の
列
を
先
導
す
る
こ
と
を
兼
務
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
墓
所
は
死
者
の
世
界
で
あ
り
、
生
者
に
と
っ
て
は
異
界
で
あ
る
。
方
相
氏
が
境
界
に
立
つ
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
者
の
世
界
と
死
者
の
世
界
を
繋
ぎ
仲
介
す
る
者
と
し
て
、
埋
葬
の
際
に
赦
除
を
行
い
葬
送
16 
の
列
を
先
導
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
小
論
は
、
方
相
氏
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
境
界
性
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
「
境
界
」
に
つ
い
て
、
相
田
洋
氏
は
「
本
来
の
っ
ペ
り
と
し
た
空
間
や
時
間
に
徴
を
入
れ
て
、
内
と
外
を
区
切
り
、
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
観
念
装
置
で
あ
る
。
こ
の
「
境
界
」
観
念
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
面
も
あ
る
が
、
そ
の
表
象
や
両
義
的
性
格
な
ど
、
時
代
を
超
え
文
明
を
越
え
て
共
通
す
る
商
も
頗
る
多
い
。
」
と
す
る
。
相
田
氏
は
、
古
代
中
国
の
市
に
お
け
る
境
界
性
に
つ
い
て
論
じ
る
が
、
古
代
中
国
の
神
話
に
お
い
て
境
界
性
を
論
じ
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
多
い
と
は
言
え
な
い
。
神
話
に
お
い
て
対
立
す
る
こ
項
を
仲
介
す
る
も
の
は
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
も
よ
ば
れ
一
叫
が
、
中
国
神
話
に
お
い
て
神
観
念
の
両
義
性
や
創
世
神
話
に
お
け
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
を
あ
つ
か
っ
た
論
考
も
、
管
見
の
限
り
多
い
と
は
言
え
な
い
。
小
論
の
二
三
で
さ
さ
や
か
な
が
ら
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
古
代
中
国
の
神
の
中
に
は
両
義
性
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
も
実
は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
園
垣
間
』
周
語
上
に
見
え
る
「
明
神
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
小
論
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
に
お
い
て
方
相
氏
に
属
す
る
十
二
神
に
つ
い
て
も
、
両
義
性
を
見
る
こ
と
が
で
れむき
るしる吾
のろ J
で本名
あ来型
宇璽註
害責
品か
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荷章
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『転
五件
虫五
rI: ~ 
な tr
い戸
、し3
22 
考ホ
占り
2h 
主一
(
1
)
以
下
『
周
組
』
・
「
春
秋
左
氏
停
』
・
『
髄
記
」
・
『
毛
詩
』
の
引
用
は
、
全
て
十
三
経
注
疏
に
拠
る
。
(2)
小
林
太
市
郎
「
葬
送
及
び
防
基
の
土
偶
と
僻
邪
思
想
」
(
『
漠
唐
古
俗
と
明
器
土
偶
』
、
一
係
書
房
、
一
九
四
七
年
)
一
一
一
七
頁
参
照
。
初
出
は
、
「
方
相
殴
疫
孜
」
(
『
支
那
学
』
十
一
巻
四
号
、
一
九
四
六
年
)
(
3
)
注
(2)
小
林
氏
前
掲
書
、
一
六
一
頁
参
照
。
(
4
)
『
周
躍
』
秋
官
・
錆
氏
に
「
強
氏
。
掌
枇
。
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
月
令
目
、
掩
僚
理
街
。
骨
之
尚
有
肉
者
也
。
乃
禽
獣
之
骨
皆
是
。
」
と
あ
る
。
崎
氏
は
、
「
枇
」
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
「
踏
」
、
つ
ま
り
「
蝿
姐
」
(
う
じ
虫
)
を
排
除
す
る
と
思
わ
れ
る
。
(
5
)
「
周
趨
』
秋
官
・
赤
友
氏
に
「
赤
友
氏
。
掌
除
嫡
屋
、
以
屡
炭
攻
之
、
以
灰
酒
毒
之
。
」
と
あ
り
、
『
説
文
解
字
』
九
篇
上
四
十
一
に
「
魁
早
鬼
也
。
日
航
鬼
友
撃
。
周
躍
有
赤
魅
氏
、
除
崎
屋
之
物
也
。
」
と
あ
る
。
小
林
氏
は
、
「
措
屋
の
物
」
を
精
物
や
鬼
物
の
物
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
舷
を
指
す
と
す
る
。
(6)
『
周
組
」
秋
官
・
燭
氏
に
「
姻
氏
。
掌
去
竃
題
。
焚
牡
鞠
、
以
灰
酒
之
則
死
。
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
費
魯
之
問
調
竜
馬
蝿
。
」
と
あ
る。
(7)
注
(
2
)
小
林
氏
前
掲
曹
、
一
六
一
頁
参
照
。
(8)
注
(2)
小
林
氏
前
掲
書
、
一
八
O
頁
参
照
。
(
9
)
注
(
2
)
小
林
氏
前
掲
書
、
一
八
O
頁
参
照
。
(
凶
)
山
田
勝
美
「
鯛
彪
同
商
考
」
(
「
日
本
中
国
学
会
報
』
一
ニ
、
年
)
五
八
頁
参
照
。
(
日
)
伊
藤
清
司
「
古
代
中
国
の
祭
儀
と
仮
装
」
(
『
史
学
』
第
三
十
巻
第
一
号
、
一
九
五
七
年
)
一
O
七
頁
参
照
。
(
ロ
)
銭
大
所
『
十
駕
蔚
養
新
録
』
巻
五
。
(
臼
)
龍
宇
純
「
韻
鏡
校
注
』
、
義
文
印
書
館
、
中
華
民
国
八
十
八
年
。
(M)
萱
同
訴
「
上
古
音
的
表
稿
』
、
中
央
研
究
院
歴
史
垣
間
言
研
究
所
、
中
華
民
国
三
十
三
年
。
(
日
)
『
周
躍
』
秋
官
・
庶
氏
に
「
庶
氏
、
掌
除
毒
品
。
以
攻
説
檎
之
嘉
草
攻
之
。
凡
厳
盤
則
令
之
比
之
。
」
と
あ
る
。
(
凶
)
『
周
躍
』
秋
官
・
穴
氏
に
「
穴
氏
、
掌
攻
歯
献
。
各
以
其
物
火
之
。
以
時
献
其
珍
異
皮
革
。
」
と
あ
る
。
)
(
口
)
小
林
太
市
郎
「
支
那
に
於
け
る
詞
利
帝
ー
そ
の
信
仰
と
そ
の
図
像
炉
と
に
就
て
」
(
『
支
那
仰
教
史
皐
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
三
八
年
)
参
U
照。
描
(
国
)
小
林
太
市
郎
「
酔
邪
絵
巻
に
就
て
」
(
「
小
林
太
市
郎
著
作
集
第
五
巻
附
大
和
絵
史
論
』
、
淡
交
社
、
一
九
七
四
年
。
初
出
は
「
畔
邪
絵
巻
に
就
初
て
」
「
園
華
』
宏
HiRω
、
宏
日
、
出
品
目
、
出
品
田
号
、
園
華
社
、
-
九
四
似
四
年
)
参
照
。
訳
(
悶
)
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
方
(
初
)
『
春
秋
左
氏
停
」
荘
公
三
十
二
年
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
秋
七
月
有
神
降
子
撃
。
恵
王
問
諸
内
史
過
目
、
是
何
故
也
。
針
目
、
園
之
将
興
、
明
神
降
之
、
監
其
徳
也
。
持
亡
、
神
文
降
之
、
観
其
悪
也
。
九
五
17 
故
有
得
神
以
興
、
亦
有
以
亡
。
虞
・
夏
・
商
・
周
、
皆
有
之
。
王
国
、
若
之
何
。
針
目
、
以
其
物
享
濡
、
其
至
之
目
、
亦
其
物
也
。
主
従
之
。
内
史
過
往
、
関
銃
請
命
、
反
日
、
続
必
亡
突
。
虐
而
聴
於
神
。
(
紅
)
中
華
書
局
標
点
本
に
拠
る
。
(n)
耕
父
の
他
に
も
以
下
の
よ
う
な
事
例
も
存
在
す
る
。
凡
東
次
三
経
之
首
、
自
「
胡
之
山
至
子
無
皐
之
山
。
:
・
是
神
也
、
見
則
風
雨
水
震
敗
。
(
『
山
海
経
』
東
山
綬
)
(
ね
)
山
口
昌
男
氏
は
「
神
観
念
の
誕
生
と
い
う
視
点
の
盲
点
は
、
そ
れ
が
絶
え
ず
神
を
一
元
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
て
き
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
の
多
く
の
文
化
の
神
話
の
中
で
、
神
観
念
を
神
学
的
に
整
理
す
る
と
き
、
そ
の
文
化
の
中
で
秩
序
を
構
成
す
る
規
準
に
属
し
な
い
要
素
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
、
積
極
的
に
悪
魔
に
仮
託
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
『
文
化
と
両
義
性
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
七
五
年
)
二
O
頁
、
参
照
。
(M)
裳
珂
氏
は
、
「
那
説
是
也
。
王
念
孫
亦
校
席
作
帝
。
」
と
す
る
。
『
山
海
経
校
注
(
増
補
修
訂
本
)
』
(
巴
萄
書
社
、
一
九
九
三
年
二
九
六
頁
、
参
照
。
(
お
)
『
呂
氏
春
秋
」
(
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
)
に
以
下
の
よ
う
に
あ
り
、
季
節
の
始
め
に
天
子
が
各
々
の
季
節
の
気
を
迎
え
て
い
る
。
引
用
文
中
の
括
狐
は
高
誘
注
を
示
す
。
立
春
之
日
天
子
親
率
三
公
・
九
卿
・
諸
侯
・
大
夫
、
以
迎
春
於
東
郊
。
(
・
・
・
迎
春
木
気
於
東
方
八
皐
之
郊
。
)
(
孟
春
紀
)
立
夏
之
日
天
子
親
率
三
公
・
九
卿
・
大
夫
、
以
迎
夏
於
南
郊
。
(
孟
夏
紀
)
立
秋
之
日
天
子
親
率
三
公
・
九
卿
・
諸
侯
・
大
夫
、
以
迎
秋
於
西
郊
。
18 
(
重
秋
紀
)
立
冬
之
日
天
子
親
率
三
公
・
九
卿
・
大
夫
、
以
迎
冬
於
北
郊
。
(
孟
冬
紀
)
な
お
季
節
と
気
と
慨
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
四
方
か
ら
五
行
へ
」
(
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
九
号
)
一
一
1
一
一
一
頁
、
参
照
。
(
鉛
)
中
華
書
局
標
点
本
に
拠
る
。
(
幻
)
改
火
に
つ
い
て
は
、
守
屋
美
都
雄
訳
注
、
布
目
潮
風
・
中
村
祐
一
補
訂
『
荊
楚
歳
時
記
』
(
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
二
O
一一
7
3
一
O
五
頁
、
参
照
。
(
お
)
林
罪
注
訳
『
周
礼
今
注
今
訳
』
(
書
目
出
版
社
、
一
九
八
五
年
)
二
九
三
頁
、
参
照
。
(
却
)
胡
新
生
氏
は
「
《
周
礼
》
中
的
方
相
氏
是
没
有
爵
位
的
。
狂
夫
ヘ
他
的
角
色
雌
然
重
要
但
身
伶
却
比
較
低
賎
。
」
と
す
る
。
「
周
礼
餓
礼
考
述
」
(
「
史
学
月
刊
』
一
九
九
六
年
第
四
期
)
一
一
一
頁
、
参
照
。
(
別
)
李
始
徳
『
春
秋
左
停
貿
服
注
輯
述
』
巻
五
(
「
清
経
解
績
編
』
巻
百
十
二
)
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
章
以
阻
局
誼
、
服
以
阻
馬
止
。
稗
阻
{
子
雌
不
同
、
而
以
狂
夫
局
方
相
、
則
章
服
同
也
。
暗
闇
是
相
停
之
古
義
如
是
。
(
但
)
桐
本
東
太
「
『
詩
経
』
東
方
未
明
の
一
解
釈
」
(
『
中
国
古
代
の
民
俗
と
文
化
』
万
水
書
房
、
二
O
O四
年
。
初
出
は
「
「
詩
経
」
東
方
未
明
の
一
解
釈
」
『
史
学
』
五
九
巻
二
ニ
ニ
号
、
一
九
九
O
年
)
五
八
1
六
O
頁
参
照
。
(
お
)
『
墨
子
』
明
鬼
下
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
な
お
引
用
は
四
部
設
刊
本
に
拠
っ
た
が
、
一
部
『
諸
子
集
成
墨
子
聞
社
間
』
(
孫
諮
譲
、
中
華
書
局
)
に
従
い
改
め
た
。
子
墨
子
言
日
、
・
・
・
周
宜
王
殺
其
巨
社
伯
、
而
不
事
。
社
伯
目
、
吾
君
殺
我
、
而
不
事
。
若
以
死
者
局
無
知
、
則
止
奏
。
若
死
而
有
知
、
不
出
三
年
、
必
使
吾
君
知
之
。
其
三
年
、
周
宣
主
合
諸
侯
、
而
田
於
園
。
田
車
数
百
乗
、
従
数
千
人
、
浦
野
。
日
中
、
杜
伯
乗
白
馬
素
直
午
、
朱
衣
冠
、
執
朱
弓
、
挟
朱
矢
、
追
周
宣
王
、
射
之
(
四
部
叢
刊
本
は
「
入
」
に
作
る
。
)
車
上
。
中
心
折
脊
。
澄
車
中
、
伏
政
而
死
。
蛍
是
之
時
、
周
人
従
者
、
莫
不
見
、
遠
者
莫
不
問
。
著
在
周
之
春
秋
。
(
お
)
注
(2)
小
林
氏
前
掲
書
、
=
二
頁
参
照
。
(
剖
)
「
玄
衣
也
」
の
三
字
に
つ
い
て
、
畢
況
は
「
各
本
、
脱
玄
衣
也
三
字
。
今
補
。
」
と
し
て
、
補
っ
て
い
る
。
(
お
)
相
田
洋
『
異
人
と
市
|
境
界
の
中
国
古
代
史
l
』
「
は
じ
め
に
」
(
研
文
出
版
社
、
一
九
九
七
年
)
五
頁
、
参
照
。
(
お
)
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
も
ま
た
媒
介
者
で
あ
り
、
こ
の
機
能
か
ら
し
て
、
彼
が
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
を
職
分
と
し
て
い
る
こ
元
性
を
何
ら
か
の
形
で
保
持
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
l
に
見
ら
れ
る
暖
昧
な
両
義
的
性
格
は
、
そ
こ
か
ら
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
l
の
両
義
的
性
格
を
へ
て
、
実
際
、
神
話
的
諸
存
在
の
い
ま
一
つ
の
特
徴
が
説
明
可
能
に
な
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
す
る
の
は
、
同
じ
一
柱
の
神
に
固
有
な
も
の
と
し
て
属
す
る
性
質
の
二
元
性
、
す
な
わ
ち
場
合
に
よ
っ
て
、
時
に
は
慈
悲
深
く
、
時
に
は
邪
悪
な
神
の
そ
れ
で
あ
る
。
」
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
U
ス
ト
ロ
ー
ス
著
田
島
節
夫
訳
「
神
話
の
構
造
」
〔
『
構
造
人
類
学
」
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
。
原
著
は
O
E
n同
Oz--印可
E
F
a
H
P
印
、
叶
回
口
の
寸
口
同
国
口
問
的
冨
吋
叶
回
開
句
J
〉
Z
、
叶
国
間
O
司
O
F
Oの
口
出
印
寸
回
口
口
寸
口
同
P
F開・
F
g口弘
E
O
H
ω
-
o
p
司
自
1
呂
、
]
{
坦
町
田
泊
。
回
目
】
I
)
一
五
O
頁
1
二
五
一
頁
、
参
照
。
(
幻
)
十
二
神
の
一
柱
で
あ
る
委
随
に
つ
い
て
、
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
で
は
不
祥
を
被
う
側
と
し
て
登
場
す
る
が
、
張
衡
「
東
京
賦
」
で
は
排
除
さ
れ
る
側
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
十
二
神
の
窮
奇
に
つ
い
て
も
、
『
山
海
経
』
で
は
人
に
害
を
な
す
献
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
(
お
)
蛇
足
な
が
ら
、
方
相
氏
の
後
継
者
と
思
わ
れ
る
追
傑
の
鬼
(
鹿
田
律
子
「
鬼
の
来
た
道
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
、
三
O
頁
1
三
一
頁
参
照
。
)
で
あ
る
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
が
、
両
義
性
を
持
っ
て
い
る
(
小
松
和
彦
『
酒
呑
童
子
の
首
』
せ
り
か
書
一
一
房
、
一
九
九
七
年
、
九
一
頁
1
一
O
一
頁
参
照
。
初
出
は
「
裳
着
て
笠
着
て
来
る
者
は
・
・
・
」
『
こ
れ
は
「
民
俗
学
」
で
は
な
い
』
福
武
書
底
、
一
九
八
九
年
)
と
と
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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